
プログラムはなし。 
子どもたちが思い思いのモノづくり

山内先生：僕は新渡戸文化小学校の図
画工作専科の教員もしていて、放課後に
は「VIVISTOP NITOBE」で子どもたち
と一緒にモノづくりをしています。廃材を
活用したアップサイクルマテリアルや、
レーザーカッターなどの最新テクノロ
ジー機材が揃っていて、それらを使って
できることはなんでもチャレンジして、大
人と子どもが一緒になってカタチにして
います。VIVISTOPには、「これをやりな
さい」っていうことが一切なくて、一人ひ
とりの好きなことや、やりたいことを実現
する場です。
ひかりさん：先生っぽくない !どこかにい
る、おっちゃんみたい。（全員爆笑）
山内先生：確かに、教えるって感じじゃ 

ないからね、僕は（笑）。早速だけど、
VIVISTOPで皆が取り組んでいたことを
教えて。ひかりさんはきれいなグラデー
ションを紙に描いていたけど、事前につ
くろうと思ってつくったっていうより、楽し
くやってたらできたものだよね。
ひかりさん：そう。なんかできちゃった。
山内先生：ね。でもすごいのは、美しさを
ちゃんと考えているっていうか…きれいな
ものができ上がるので、そこはいつもす
ごいなー、きれいだなーって思ってます。

ひかりさん：絵の具を出して、ちょっとだけ
水入れて、この紙をぽちゃんって中に落と
して、取ったらこういう模様になった。やっ
たことない色を全部試してみて、この辺に
落としたらどうなるかなーみたいな感じ。
山内先生：捨てられてしまう紙の端材を
学校に提供してもらっていて、これを使っ
て何ができる?って、遊びの延長から生
まれた取り組みだね。

みりさん：私は学校に木の廃材がたく
さんあるから、ブランコを友だちと3人くら
いでつくろうとしています。新渡戸文化子
ども園にブランコがないから、その子たち
にブランコをつくってあげたくて。今は子
ども園に、「つくっていいですか?」って聞
いてるところ。クリスマスプレゼントにして
あげたい。ソファみたいに、すごいリラッ
クスできるやつがいいなって思ってる。
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TELL US WHAT YOU LOVE
皆の「好きなこと」「楽しいこと」を教えて !

丸井グループ創業の地、東京都中野区にある学校法人新渡戸文化学園は、「しあわせを創る人＝Happiness Creatorの育成」を
目標に掲げ、社会課題を解決できる人材の輩出に取り組んでいます。この学校には、学年の枠を越え、先生も児童も共に学ぶ 

クリエイティブ空間「VIVISTOP NITOBE」があり、自分が興味を持ったモノを自由につくることができます。子どもたちも、このよう
な場で、一人ひとりが「好き」の気持ちを育んでいます。丸井グループがめざす共創の場づくりと共通するこの空間を運営する 

チーフクルーの山内佑輔先生と将来世代である児童4名に、VIVISTOPの活動で夢中になっていることを聞きました。

子どもたちが座るのは、新渡戸文化小学校5年生がデザイナー
と一緒にVIVISTOPで制作した国産木材の椅子。第15回キッ
ズデザイン賞最優秀賞の「内閣総理大臣賞」を受賞しました。

山内先生：クリスマスには間に合わない
かもな。でも模型はあげられるんじゃな
い?こういうのができるよみたいな。
みりさん：やだ ! 模型じゃ乗れないじゃん !

（笑）
りょうたろうさん：僕はえっとー…動く車を
つくりました。ゆうせいくんと山内先生が
自分でつくったラジコンみたいな車で
遊んでたから、今度は僕もやってみ

よーって思って始めた。
山内先生：特徴的なのは、自分でプログ
ラミングして、コントローラーもつくれて、
自分で操作できるっていうところだよね。
りょうたろうさん：モーターつけるのが大
変だった。ネジで穴を空けたり…まわり
の人に教えてもらいながらつくったよ。
ゆうせいさん：僕は電車が好きなので、木
で駅のホームとか吊り橋をつくった。吊

り橋は、レーザーカッターっていう、レー
ザーで木を切る機械を使って切って柱を
つくって、そこにタコ糸をあっちこっちに
通して、なんとか倒れないようにバランス
を取ってレールを支えてるんだ。
山内先生：ゆうせいさんは先日のロボッ
トコンテスト（ロボコン）で優勝したんだ
よね。
ゆうせいさん：そう。プログラミングを一
つミスると、自分だけで直すのは無理だ
から…山内先生とか、いろいろな人に助
けてもらったりもして。でも本当は優勝
じゃなくって、別の賞をねらってたの。
みりさん：え、何賞?

ゆうせいさん：テクノロジー賞。とりあえ
ず、何かの賞を取れればいいかなーと
思っていたら、あれ?勝った?みたいな。
（全員爆笑）

モノづくりを通じて 
成長する子どもたち

山内先生：ゆうせいさんはVIVISTOPに
通い始めて1年くらい経つのかな。1年
前を振り返って、変わったことってある?

ゆうせいさん：レーザーカッターを使った
りするとこが変わったのかな。木から机
をつくったり、棚をつくったり…。
山内先生：確かにね。レーザーカッターを
活用しながら今はいろいろ道具も使って、

ひ り んか さ

み さり ん
ゆ せ さう い ん

山 先内 生

り う うろ んょ た さ
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つくる物の幅が増えたよね。りょうたろう
さんはこの夏からだけど、できることが
増えたよね。
りょうたろうさん：レーザーカッターと電動
糸ノコギリを使えるようになった。
山内先生：だよね。授業では絶対扱わな
いレーザーカッターも、もう少し慣れてか
らやろうと思っていた電動糸ノコギリも
いち早く習得して、一人でバンバン使っ
ているよね。ひかりさんは?

ひかりさん：うーん…わかんない。楽しい
と思うことをしているだけだから。
山内先生：確かにいつも自分の感覚に
素直だもんね。やりたいって思ったもの
を、どんどんやってる感じがするな。みり
さんは半年くらいだけどさ、できるように
なっちゃったかもみたいなのある?

みりさん：機械が使えるようになったこと
かな。
山内先生：機械や工具って、ここにくる
前は使いたいとか使おうとか思ったこ
とってある?

みりさん：あ、全然（笑）。
山内先生：思ってなかったよね（笑）。一
人でつくるのと皆でつくるの、どっちが
好き?

みりさん：皆でワイワイつくる方が好き!一
人で考えるのだと、まだ行動に移せな
い。でも、友だちがいれば、皆で相談し
ながらつくったりできるから。
ゆうせいさん：次はこんなものをつくりた
いなと、家で考えてからVIVISTOPに来
るけど、あらかた試作品だよ（笑）。つく
りながら山内先生とかが、これはこうい
う方が良いとか、この方がバランスが安
定するよとか一緒に進めてる。

山内先生：何回も失敗するもんね。僕も
答えを知ってるわけじゃないから、皆で
悩みながらつくることが多いよね。

何でもつくれるところ。
それがVIVISTOP

山内先生：皆にとってVIVISTOPのここ
が好きってところを教えて。
りょうたろうさん：何でもつくれるところが
好き。レーザーカッターを使ったり、図工
が好き! 

ひかりさん：私も勉強はしたくないけど図
工は好き。あとは絵を描いたり。やりた
いことで、できないってことが、ほとんど
ないところも好き。VIVISTOPは夢の国
みたい !週に1回は来てます。
みりさん：VIVISTOPは毎日来たい。自分
だけではできなくても、先生や大人が手
伝ってくれたり、失敗しても、こうしたらで
きるんじゃない?とか、教えてくれるからね。
ゆうせいさん：僕はとにかく自由なところ、
そして何でもつくれるところが好き。毎
日、土曜日も日曜日も朝7時から夜0時
までVIVISTOPを開けてほしいな（笑）。
山内先生：0時まで?（笑）
みりさん：あと、3Dプリンターを買ってほ
しい !

りょうたろうさん：あ、3Dプリンター欲
しい !

山内先生：それでは来年度、絶対買うリ
ストに入れておきましょう。VIVISTOPと
いう場所はそれぞれの想いをカタチにし
て、皆で一緒に願いをかなえる場になっ
ている感じですね。皆がVIVISTOPを好
きでいてくれてうれしいです（笑）。

先輩に教わりながら、ラジコン
づくりに初挑戦してみた。プロ
グラムをどう設定したらいい
かが、まだよくわからないけ
ど、何とか走るようになった。
とっても難しいけど、楽しい。
̶̶  りょうたろうさん 

小学校3年生

きれいなものが大好き。最近
は水にいろいろなインクをたら
して、グラデーションを楽しんで
いる。学校にあった紙の端材
に色づけしたら全部違う模様
になるから、たくさんつくっ
ちゃった。
̶̶  ひかりさん 

小学校4年生

ブランコをつくりたくて、学校
に聞いているところ。新渡戸
文化子ども園の園庭に、クリ
スマスプレゼントで置いてあ
げたいの。リラックスできるソ
ファのような木製のブランコ。
̶̶  みりさん 

小学校5年生

ロボコン大会で優勝した。プロ
グラムを細かく設定したんだけ
ど、自分で見ても路線図みた
いで複雑だなと思う。鉄道と写
真も好きだから、ぼくの写真展
を学校で開いたこともあるよ。
̶̶  ゆうせいさん 

小学校5年生
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